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神谷不二教授略歴・主要著作目録

神
谷
不
二
教
授
略
歴

昭
和
二
年
一
月
六
目
生

昭
和
二
〇
年
三
月

昭
和
二
四
年
三
月

昭
和
二
四
年
四
月

昭
和
二
七
年
九
月

昭
和
三
四
年
九
月
－
三
五
年
六
月

昭
和
三
五
年
九
月
i
三
六
年
一
一
月

昭
和
三
七
年
四
月

昭
和
四
五
年
四
月

昭
和
五
二
年
九
月
i
五
四
年
五
月

昭
和
六
〇
年
九
月
ー
六
一
年
六
月

平
成
三
年
三
月

平
成
三
年
四
月

　
学
外
兼
務
等

　
昭
和
四
五
年
か
ら
現
在

　
昭
和
四
三
年
か
ら
現
在

r
匪
巳
ー
…
■
…
一
1
…
、

第
八
高
等
学
校
（
旧
制
）
文
科
甲
類
卒
業

東
京
大
学
法
学
部
（
旧
制
）
卒
業

東
京
大
学
法
学
部
助
手

大
阪
市
立
大
学
法
学
部
助
教
授

米
国
シ
カ
ゴ
大
学
国
際
関
係
学
部
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
研
究
員

米
国
コ
ロ
ン
ピ
ア
大
学
、
戦
争
平
和
研
究
所
客
員
研
究
員

大
阪
市
立
大
学
法
学
部
教
授
　
こ
の
間
大
学
評
議
員
、
学
部
長
を
歴
任

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

米
国
コ
ロ
ン
ピ
ア
大
学
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
お
よ
び
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
客
員
教
授

米
国
コ
ロ
ン
ピ
ア
大
学
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
お
よ
び
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
客
員
教
授

慶
懸
義
塾
大
学
を
選
択
定
年
に
よ
り
退
職

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
　
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
客
員
教
授

国
際
法
学
会
理
事

国
際
政
治
学
会
理
事
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昭
和
四
五
年
か
ら
現
在

昭
和
五
三
年
か
ら
現
在

昭
和
六
三
年
か
ら
現
在

昭
和
四
三
年
か
ら
現
在

昭
和
六
〇
年
か
ら
現
在

昭
和
六
一
年
か
ら
現
在

昭
和
六
三
年
か
ら
現
在

昭
和
四
二
年
か
ら
現
在

昭
和
四
八
年
か
ら
現
在

昭
和
六
〇
年
か
ら
現
在

平
成
二
年
か
ら
現
在

日
本
国
際
問
題
研
究
所
理
事

平
和
安
全
保
障
研
究
所
理
事

立
法
政
策
研
究
セ
ソ
タ
ー
理
事

内
閣
外
交
政
策
懇
談
会
（
の
ち
内
閣
か
ら
外
務
省
へ
移
管
、
国
際
問
題
懇
談
会
と
改
称
）

防
衛
庁
防
衛
政
策
懇
談
会
委
員

文
部
省
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
委
員

読
売
新
聞
調
査
研
究
本
部
客
員
研
究
員

韓
国
国
際
関
係
研
究
所
在
外
顧
問

日
米
欧
委
員
会
（
目
岳
暮
零
毘
O
。
旨
巨
琶
。
⇒
）
『
碧
導
Q
。
g
巨
琶
8
窪

の
Φ
三
〇
り
冒
Φ
ヨ
冨
ぴ
O
o
言
目
げ
雷
U
即
零
＞
器
o
o
寅
菖
8

太
陽
神
戸
三
井
総
合
研
究
所
特
別
顧
問

委
員
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膨
1
じ
雪

神
谷
不
二
教
授
主
要
著
作
目
録

一
、
著
書

『
朝
鮮
戦
争
ー
米
中
対
立
の
原
形
』

『
現
代
国
際
政
治
の
視
角
』

『
教
材
　
国
際
法
及
び
国
連
憲
章
』

『
現
代
の
戦
争
』
（
福
沢
記
念
選
書
七
）

『
戦
後
日
米
関
係
の
文
脈
』

『
戦
後
史
の
中
の
日
米
関
係
』

『
ア
メ
リ
カ
を
読
む
5
0
の
ポ
イ
ン
ト
』

『
朝
鮮
半
島
で
起
き
た
こ
と
　
起
き
る
こ
と
ー
分
断
・
共
存
・
統
一
の
歴
史
と
行
方
』

二
、
編
署
書

『
ア
ジ
ア
の
革
命
』
（
高
坂
正
尭
、
尾
上
正
男
と
共
著
）

『
沖
縄
以
後
の
日
米
関
係
』
（
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
チ
ス
と
共
編
）

『
戦
争
と
平
和
』
（
編
）

『
日
米
経
済
関
係
の
政
治
的
構
造
』
（
永
井
陽
之
介
と
共
編
）

東
京
グ
ロ
リ
ア

　
　
　
　
中
央
公
論
社

　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

大
阪
市
立
大
学
教
材
部

　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学

　
日
本
放
送
出
版
協
会

　
　
　
　
　
　
新
潮
社

　
　
　
P
H
P
研
究
所

　
　
　
P
H
P
研
究
所

　
　
　
　
毎
日
新
聞
社

　
　
サ
イ
マ
ル
出
版
会

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

日
本
国
際
問
題
研
究
所

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
七
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
一
年

一
九
六
六
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年
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「
熱
劃
器
織
引
㌧
劉
駆
馴

　
　
　
　
（
寄
導
5
ぎ
中
≦
①
ぎ
暮
①
汐
と
共
編
著
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講
談
社

　
　
『
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ン
ド
ブ
ヅ
ク
』
（
佐
伯
彰
一
，
荻
昌
弘
．
亀
井
俊
介
．
高
階
秀
爾
と
共
編
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
省
堂

　
　
『
現
代
の
国
際
政
治
』
（
高
橋
和
夫
と
共
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
放
送
出
版
協
会

　
　
『
改
訂
版
　
現
代
の
国
際
政
治
』
（
高
橋
和
夫
と
共
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
放
送
出
版
協
会

　
　
　
三
、
翻
訳
書

　
A
・
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
タ
ー
ル
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
運
動
の
悲
劇
』
（
神
川
信
彦
と
共
訳
）
全
二
巻
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店

　
ハ
ソ
ス
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
著
『
人
間
に
と
っ
て
科
学
と
は
何
か
』
（
監
訳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

　
　
　
四
．
専
門
論
文

　
　
「
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
東
方
政
策
e
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
一
巻
第
六
号

　
　
「
宥
和
の
幻
想
（
イ
ギ
リ
ス
）
」
（
神
川
信
彦
共
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
六
六
巻
第
一
〇
号

　
　
『
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
東
方
政
策
⇔
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
二
巻
第
四
号

　
　
「
小
英
国
主
義
論
e
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
三
巻
第
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
本
経
済
新
聞
社
　
一
九
七
三
年

　
　
　
日
本
国
際
間
題
研
究
所
　
一
九
七
六
ー
一
九
八
O
年

ω
o
菖
山
o
き
O
o
一
9
”
≦
①
9
＜
一
〇
≦
℃
冨
聲
一
〇
〇〇
〇
●

一
九
八
○
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
九
一
年

扁
九
五
八
年

一
九
七
五
年

一
九
五
二
年
一
二
月

　
一
九
五
三
年
三
月

　
一
九
五
三
年
八
月

　
一
九
五
五
年
四
月
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「
小
英
国
主
義
論
⇔
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
四
巻
第
六
号
　
一
九
五
五
年
一
二
月

「
イ
ギ
リ
ス
新
内
閣
の
外
交
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
連
評
論
』
（
日
本
国
際
連
合
協
会
）
第
三
六
巻
第
四
号
　
一
九
五
七
年
五
月

「
朝
鮮
戦
争
前
史
e
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
（
大
阪
市
立
大
学
）
第
四
巻
第
一
号
　
一
九
五
七
年
三
月

「
朝
鮮
戦
争
前
史
⇔
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
第
四
巻
第
三
．
四
号
　
一
九
五
八
年
三
月

「
現
代
に
お
け
る
戦
争
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
第
四
巻
第
二
号
　
一
九
五
七
年
二
月

「
日
韓
関
係
を
め
ぐ
る
諸
問
題
－
在
目
朝
鮮
人
問
題
を
中
心
に
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
太
平
洋
問
題
』
第
六
二
号
　
一
九
五
九
年
五
月

「
軍
事
基
地
協
定
と
主
権
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
思
想
』
第
四
四
一
号
　
一
九
六
一
年
三
月

、
、
＞
詳
『
霞
≦
白
昼
目
閃
呂
騰
o
呂
”
》
ω
ぎ
げ
。
プ
9
Z
①
≦
U
o
。
パ
き
山
旨
器
巴
く
Φ
図
①
鼠
目
暮
一
8
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
第
八
巻
第
四
号
　
一
九
六
二
年
三
月

「
『
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
e
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
一
巻
第
三
号
　
一
九
六
二
年
八
月

「
『
ニ
ュ
ー
ル
ヅ
ク
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
⇔
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
二
巻
第
二
号
　
一
九
六
三
年
六
月

「
朝
鮮
戦
争
と
国
府
軍
使
用
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
第
九
巻
第
三
・
四
号
　
一
九
六
三
年
三
月

「
政
軍
関
係
（
9
＜
苧
家
臣
鼠
蔓
閃
Φ
藝
ご
塁
）
に
か
ん
す
る
一
考
察
ー
シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン
・
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
第
一
〇
巻
第
二
号
　
一
九
六
三
年
一
二
月

「
冷
戦
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
講
座
現
代
6
『
冷
戦
－
政
治
的
考
察
』
所
収
　
岩
波
書
店
　
一
九
六
三
年

「
ト
ル
ー
マ
γ
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
1
朝
鮮
戦
争
指
導
の
一
断
面
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
一
、
横
山
信
編
『
近
代
国
家
の
政
治
指
導
』
所
収
　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
六
四
年

「
シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
　
　
　
　
　
　
　
『
国
民
講
座
　
日
本
の
安
全
保
障
　
第
8
　
自
衛
隊
論
』
所
収
　
原
書
房
　
一
九
六
四
年

「
分
極
化
か
ら
多
元
化
へ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
第
五
〇
号
　
一
九
六
四
年
五
月
号

「
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
シ
ナ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
間
題
』
第
六
一
号
　
一
九
六
五
年
四
月
号

「
現
代
国
際
政
治
に
お
け
る
戦
争
と
平
和
i
一
つ
の
ノ
ー
ト
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
三
三
七
号
　
一
九
六
六
年
一
月
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「
N
A
S
A
K
O
M
か
ら
A
M
P
E
R
A
へ
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
地
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
（
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
四
巻
第
三
号
　
一
九
六
六
年
一
二
月

．
、
㍉
碧
彗
営
＞
・
ダ
．
．
営
』
U
．
中
冒
筥
Φ
ぴ
Φ
↑
誉
§
9
”
魯
短
§
”
卜
虜
讐
a
貴
、
ミ
誉
ミ
。
。
き
ト
。
。
妥
鴨
＞
臣
霞
＆
導
2
暮
帥
8
巴
q
三
＜
①
冨
一
蔓
”

　
　
　
一
8
00

●

「
安
全
保
障
問
題
と
目
本
の
世
論
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
聞
研
究
』
第
一
九
八
号
　
一
九
六
八
年
一
月

．
、
円
ぎ
国
o
話
彗
零
三
諺
三
舘
⑳
且
臼
巷
導
．
の
の
Φ
窪
導
ざ
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
第
一
五
巻
第
三
号
　
一
九
六
八
年
一
二
月

「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
」

　
　
　
　
　
衛
藤
藩
吉
、
永
井
陽
之
助
編
『
世
界
の
中
の
日
本
ー
安
全
保
障
の
構
想
』
（
講
座
日
本
の
将
来
3
）
所
収
　
潮
出
版
社
　
一
九
六
九
年

．
。
円
。
≦
舘
幽
2
①
毛
鼠
窟
㌣
q
あ
●
響
宣
江
。
鐸
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
雑
誌
』
第
一
六
巻
第
二
二
干
四
号
　
一
九
七
〇
年
三
月

「
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
日
米
関
係
ー
二
つ
の
外
交
教
書
の
回
顧
」
（
長
田
研
一
と
共
著
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
第
一
四
〇
号
　
一
九
七
一
年
＝
月
号

、
、
㍉
碧
導
8
中
q
ψ
菊
。
一
畳
。
塁
導
山
夢
。
ω
Φ
。
賃
一
帯
学
鶏
蔓
“
＞
魯
冨
器
器
℃
。
冨
b
8
寓
奉
．
．
』
。
。
＆
3
硫
ミ
e
＆
〈
。
ピ
員
琴
O
（
の
①
導
昏
げ
①
り

　
　
　
這
認
y

、
、
目
ぎ
2
。
（
卜
磯
。
。
馬
』
．
碧
導
と
o
o
国
①
一
畳
。
軌
．
硫
ミ
竃
讐
9
儀
§
§
胸
。
、
寅
扇
軸
象
妄
婁
。
。
肺
＆
蕊
く
o
ド
P
o
。
｝
壼
藤
（
＞
暮
仁
冒
ロ
一
〇
認
y

「
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
と
対
日
政
策
ー
新
日
米
関
係
の
摸
索
」
（
長
田
研
一
と
共
著
）
　
　
『
国
際
問
題
』
第
一
六
三
号
　
一
九
七
三
年
一
〇
月
号

「
大
量
報
復
戦
略
」
　
　
　
　
　
　
　
　
高
坂
正
尭
・
桃
井
真
編
『
多
極
化
時
代
の
戦
略
（
上
ご
所
収
　
日
本
国
際
問
題
研
究
所
　
一
九
七
三
年

、
、
q
諾
貫
ぴ
一
。
閂
騨
9
。
琶
汐
』
．
鱒
り
き
8
。
問
。
冨
一
〇
q
昌
℃
o
一
凶
。
響
．
、
ぼ
頃
①
e
亀
切
艮
一
》
Φ
↑
卜
。
。
＆
§
良
寒
。
顎
裟
ミ
3
、
§
軸
。
％
『
§
ミ
詠
9
≧
§

　
　
　
誉
肺
ミ
§
ミ
＆
§
胸
O
＆
ミ
’
＞
毎
霞
舘
凶
導
H
器
葺
暮
Φ
o
｛
一
暮
霞
髭
二
〇
壼
一
》
自
鉱
『
皿
｝
一
〇
胡
●

「
生
存
秩
序
と
し
て
の
国
際
政
治
」
　
　
　
　
　
　
日
本
医
師
会
編
『
ラ
イ
フ
・
サ
イ
エ
ソ
ス
の
進
歩
　
第
二
集
』
所
収
　
春
秋
社
　
一
九
七
五
年

「
『
激
動
』
と
『
転
換
」
ー
ベ
ト
ナ
ム
後
の
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の
覚
書
』
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
第
一
八
七
号
　
一
九
七
五
年
一
〇
月
号

「
国
連
朝
鮮
問
題
の
十
年
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
九
巻
第
五
号
　
一
九
七
六
年
六
月
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．
、
切
亀
。
巳
閃
§
g
一
。
暴
冴
霊
d
旨
①
二
践
ロ
駁
頴
g
。
諾
汐
ヨ
鷲
。
ゑ
轟
国
暫
の
げ
－
≦
Φ
警
閃
Φ
算
一
。
串
．
．
辱
ミ
8
ミ
2
9
置
（
曽
旨
塞
り
お
ミ
）
．

コ
九
七
〇
年
代
の
日
米
関
係
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
藤
藩
吉
他
編
『
日
本
の
安
全
・
世
界
の
平
和
』
所
収
　
原
書
房
　
一
九
八
○
年

「
日
米
関
係
の
今
後
」
　
　
民
主
社
会
主
義
研
究
会
議
編
『
大
系
　
民
主
社
会
主
義
　
第
六
巻
　
国
際
関
係
』
所
収
　
文
藝
春
秋
社
　
一
九
八
一
年

「
日
米
関
係
の
課
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
平
和
安
全
保
障
問
題
研
究
所
・
大
西
洋
評
議
会
編
『
西
側
の
安
全
保
障
』
所
収
　
平
和
安
全
保
障
問
題
研
究
所
　
一
九
八
一
年

．
、
国
①
8
暮
U
Φ
〈
①
一
8
幕
b
宏
甘
『
帥
冨
冨
の
①
－
ω
。
≦
g
閃
Φ
一
昌
。
拐
．
．
．
『
ま
§
ゆ
慧
乞
9
ま
（
9
二
畠
お
c。
一
）
●

、
．
q
碧
導
①
器
U
9
①
霧
①
ヨ
甚
一
馨
冨
び
暮
§
夢
彗
⑳
琶
幹
．
、
の
ト
嵩
肉
ミ
軋
§
（
崔
亀
＼
旨
ま
一
。
。。
一
）
。

「
ト
ー
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
1
八
○
年
代
の
日
豪
関
係
と
日
本
の
安
全
保
障
政
策
」

　
　
　
　
　
　
　
石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
現
代
中
国
と
世
界
ー
そ
の
政
治
的
展
開
』
所
収
　
慶
鷹
義
塾
　
一
九
八
二
年

、
、
審
①
Z
。
旨
げ
①
3
↓
①
三
け
＆
①
聾
一
ω
○
属
＄
毎
。
出
鼠
冨
器
器
目
巴
寄
且
爵
O
N
畳
9
国
臣
器
導
q
夢
①
ω
。
三
g
d
巳
。
戸
、
．
冒
U
。
召
崔
U
●

　
　
　
N
品
＆
欝
①
山
・
硫
ミ
§
㌧
巳
軌
遷
き
国
R
。
。
肺
卜
。
。
騨
乞
①
（
国
奨
。
p
O
o
暮
●
鱈
吋
箪
Φ
d
三
く
Φ
邑
蔓
汐
＄
の
し
O
o。
鱒
．

、
、
量
冨
昌
．
。
・
の
Φ
窪
匡
蔓
”
区
夢
Φ
一
旨
①
導
魯
一
。
ロ
巴
国
薯
ぎ
ロ
ヨ
①
暮
『
ひ
げ
①
一
〇
〇。
O
．
幹
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
慶
鷹
義
塾
大
学
創
立
一
二
五
周
年
記
念
論
文
集
－
法
学
部
政
治
学
関
係
』
所
収
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
　
一
九
八
三
年

「
全
面
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
陽
之
助
編
『
二
十
世
紀
の
遺
産
』
所
収
　
文
藝
春
秋
　
一
九
八
五
年

「
日
本
の
安
全
保
障
と
日
米
安
保
体
制
ー
エ
ヅ
セ
イ
風
覚
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
政
治
　
平
和
と
安
全
ー
目
本
の
選
択
』
（
日
本
国
際
政
治
学
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
号
）
　
一
九
八
六
年
一
〇
月

「
朝
鮮
半
島
的
展
望
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
一
巻
第
五
号
　
｝
九
八
八
年
五
月

、
、
日
①
。
ぎ
β
O
ぐ
暑
一
。
。
。
．
”
ロ
α
の
。
暮
亨
Z
＆
プ
国
§
導
即
①
藝
凶
。
葺
．
、
肉
ミ
昏
§
9
報
ミ
ミ
ト
旨
量
＜
。
一
員
茎
N
（
警
目
ヨ
①
吋
一
。
。。
・。
）
．
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五
、
論
文
・
評
論
（
季
刊
誌
・
月
刊
誌
等
）

「
E
・
H
・
カ
ー
ー
異
色
あ
る
国
際
政
治
学
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
改
造
』

「
平
和
共
存
・
多
元
化
・
国
連
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
現
代
の
眼
』
第
五
巻
第
六
号

「
日
本
外
交
の
『
離
陸
』
の
た
め
に
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
潮
』

「
防
衛
と
外
交
－
安
保
の
多
角
化
と
自
衛
隊
の
変
質
を
提
唱
す
る
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
潮
』

「
日
米
関
係
の
現
段
階
に
思
う
ー
期
待
と
失
望
の
中
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
国
際
政
治
へ
の
一
視
角
ー
そ
の
『
当
用
』
的
理
解
を
排
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
潮
』

「
内
政
の
国
、
外
政
の
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
米
ソ
の
世
界
支
配
と
地
域
主
義
の
台
頭
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
沖
縄
復
帰
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
関
係
委
員
会
『
日
米
合
同
沖
縄
調
査
団
レ
ポ
ー
ト
』

「
現
代
史
の
旅
ー
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
ヘ
』
　
　
臼
井
吉
見
編
『
現
代
の
教
養
B
”
激
動
す
る
ア
ジ
ア
』
所
収

「
日
米
関
係
の
転
機
に
臨
ん
で
ー
目
米
両
首
脳
会
談
の
回
顧
と
展
望
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
自
由
』

「
惰
性
を
省
み
て
国
民
と
の
対
話
を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
経
済
往
来
』

「
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
安
全
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
北
爆
全
面
停
止
の
背
景
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
試
練
に
立
つ
日
米
関
係
－
二
つ
の
選
挙
が
示
唆
す
る
も
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』

「
平
和
を
考
え
る
ー
ど
う
し
て
み
ん
な
平
和
に
仲
よ
く
な
れ
な
い
の
か
？
！
こ
の
素
朴
な
質
問
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
婦
人
公
論
』

「
朝
鮮
半
島
危
機
説
を
問
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
』

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
と
日
本
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
第
一
巻
第
二
号

筑
摩
書
房

　
一
九
五
三
年
一
月
号

　
一
九
六
四
年
六
月
号

　
一
九
六
五
年
三
月
号

　
一
九
六
五
年
六
月
号

一
九
六
五
年
一
二
月
号

一
九
六
六
年
一
〇
月
号

一
九
六
六
年
一
二
月
号

一
九
六
七
年
一
〇
月
号

　
一
九
六
七
年
一
一
月

　
　
　
　
一
九
六
七
年

　
一
九
六
八
年
二
月
号

　
一
九
六
八
年
三
月
号

　
一
九
六
八
年
六
月
号

一
九
六
八
年
二
一
月
号

　
一
九
六
九
年
一
月
号

実
は
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
二
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
六
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
七
月
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「
七
〇
年
代
日
本
の
国
際
環
境
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
国
際
政
治
の
新
数
値
と
日
本
の
選
択
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
及
日
本
人
』

「
相
互
依
存
の
中
で
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
展
望
』

「
分
断
国
家
と
日
本
外
交
ー
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
を
手
が
か
り
と
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
日
独
両
国
外
交
の
光
と
影
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』

「
動
乱
二
十
年
目
の
韓
国
を
ゆ
く
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
対
米
情
報
の
量
と
質
」
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
コ
ミ
文
化
懇
談
会
編
集
『
マ
ス
コ
ミ
文
化
』
（
国
民
出
版
協
会
）
第
一
号

「
中
国
問
題
と
日
本
の
立
場
－
譲
歩
の
限
界
を
明
確
に
す
べ
き
だ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
経
済
往
来
』

「
分
裂
の
朝
鮮
半
島
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
時
評
』
第
七
三
号

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
り
方
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
調
査
会
『
ア
ジ
調
月
報
』

「
現
代
の
戦
争
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』

「
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
と
南
北
朝
鮮
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
時
評
』
第
七
八
号

「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
撤
退
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
策
研
究
会
『
新
国
策
』
第
三
八
巻
第
三
四
号

「
米
中
接
近
の
国
際
的
意
味
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
第
四
巻
第
一
号

「
朝
鮮
半
島
の
安
定
化
と
日
本
ー
朝
鮮
ロ
カ
ル
ノ
構
想
の
提
唱
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
自
由
』

「
〈
日
本
〉
に
迷
う
ア
メ
リ
カ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
国
策
』
第
三
九
巻
第
一
〇
号

「
南
北
朝
鮮
の
平
和
統
一
声
明
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
時
評
』
第
九
〇
号

「
国
連
と
朝
鮮
情
勢
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
第
四
巻
第
四
号

「
世
界
政
治
の
流
動
化
と
日
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
同
友
会
編
『
多
元
化
時
代
と
企
業
経
営
』
所
収

「
敗
戦
国
　
西
ド
イ
ッ
の
外
交
・
日
本
の
外
交
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
変
貌
研
叫
韓
國
問
題
舛
日
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
東
亜
』

「
日
本
の
選
択
と
対
応
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
第
五
巻
第
一
号 一

九
六
九
年
一
〇
月
号

　
一
九
七
〇
年
一
月
号

　
一
九
七
〇
年
一
月
号

　
一
九
七
〇
年
六
月
号

　
一
九
七
〇
年
一
月
号

　
一
九
七
〇
年
九
月
号

　
　
一
九
七
一
年
一
月

　
一
九
七
一
年
五
月
号

　
　
一
九
七
一
年
五
月

　
　
一
九
七
一
年
七
月

　
一
九
七
一
年
八
・
九
月
号

　
　
　
一
九
七
一
年
一
〇
月

　
一
九
七
一
年
一
二
月
五
目

　
　
　
　
一
九
七
二
年
一
月

　
　
　
一
九
七
二
年
一
月
号

　
　
一
九
七
二
年
四
月
五
日

　
　
　
一
九
七
二
年
一
〇
月

　
　
　
一
九
七
二
年
一
〇
月

鹿
島
出
版
会
　
一
九
七
二
年

　
　
　
一
九
七
三
年
二
月
号

　
　
　
一
九
七
三
年
二
月
号

　
　
　
　
一
九
七
三
年
三
月
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「
国
際
政
治
を
考
え
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
塾
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
第
一
一
巻
第
四
号
（
通
巻
六
〇
号
）

「
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
と
日
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
国
策
』
（
国
策
研
究
会
）
第
四
（
）
巻
第
一
八
号

「
和
平
協
定
成
立
後
の
ベ
ト
ナ
ム
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
）

「
最
近
の
朝
鮮
情
勢
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
調
月
報
』

「
北
爆
全
面
停
止
の
背
景
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

「
金
大
中
事
件
と
朝
鮮
半
島
へ
の
視
座
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
自
由
』

「
お
く
れ
っ
ば
な
し
の
青
年
　
社
会
党
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

『
目
本
外
交
の
目
標
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
・
ク
ォ
：
タ
リ
ー
』
第
六
巻
第
一
号

「
国
際
政
治
の
セ
ン
ス
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
正
論
』

「
幸
運
な
政
治
家
・
ニ
ク
ソ
ソ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
に
っ
ぽ
ん
再
考
－
日
本
外
交
の
制
約
要
因
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
泉
』
（
文
化
総
合
出
版
）
乞
。
る

「
朝
鮮
半
島
の
今
目
と
明
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
月
刊
自
由
民
主
』

「
求
め
ら
れ
る
発
想
の
転
換
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
T
R
E
N
D
S
』
（
ア
メ
リ
カ
大
使
館
広
報
文
化
局
）
二
二
号

「
朝
鮮
半
島
の
現
状
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
時
評
』
第
一
二
四
号

「
朝
鮮
半
島
に
『
危
機
』
は
な
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
国
連
総
会
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
－
一
九
七
二
～
七
四
年
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
第
七
三
五
号

「
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
と
日
本
の
ア
ジ
ア
政
策
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
』
第
一
〇
五
号

「
国
連
総
会
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
－
二
つ
の
決
議
案
の
通
過
を
め
ぐ
っ
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
七
一
号

「
日
露
・
目
ソ
交
渉
の
百
二
十
年
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
兵
火
こ
そ
消
え
た
け
れ
ど
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
及
日
本
人
』

「
日
米
共
同
声
明
後
の
朝
鮮
問
題
－
米
軍
撤
退
が
問
題
打
開
の
糸
口
を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
八
五
号

「
日
・
韓
・
米
関
係
の
将
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
』
第
一
一
九
号

　
　
　
一
九
七
三
年
八
月

一
九
七
三
年
六
月
二
五
日

　
一
九
七
三
年
八
月
号

　
一
九
七
三
年
コ
月

一
九
七
三
年
一
二
月
号

　
一
九
七
四
年
一
月
号

　
一
九
七
四
年
一
月
号

　
　
一
九
七
四
年
二
月

　
一
九
七
四
年
八
月
号

一
九
七
四
年
一
〇
月
号

　
一
九
七
四
年
一
二
月

　
一
九
七
五
年
六
月
号

　
　
一
九
七
五
年
六
月

　
　
一
九
七
五
年
八
月

　
一
九
七
五
年
八
月
号

　
一
九
七
五
年
一
一
月

　
一
九
七
六
年
一
月
号

　
一
九
七
六
年
三
月

　
一
九
七
六
年
三
月

一
九
七
七
年
一
月
号

　
一
九
七
七
年
五
月

　
一
九
七
七
年
六
月
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神谷不二教授略歴・主要著作目録

「
外
交
政
策
と
し
て
の
『
在
韓
米
軍
』
」

「
日
ソ
漁
業
交
渉
と
ソ
連
外
交
」

「
『
意
思
表
示
な
き
外
交
』
へ
の
直
言
」

「
日
米
関
係
の
現
状
と
展
望
」

「
ソ
ビ
エ
ト
の
報
復
ー
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
た
日
中
条
約
」

「
日
米
関
係
雑
感
i
経
済
・
安
保
関
係
を
中
心
に
し
て
」

「
目
米
μ
対
立
の
と
き
”
を
越
え
て
」

「
相
対
化
の
時
代
」

「
目
米
関
係
の
可
能
性
」

「
米
国
の
ア
ジ
ア
外
交
の
新
展
開
」

「
安
全
保
障
寸
評
」

「
朴
大
統
領
射
殺
事
件
の
国
際
的
背
景
」

「
韓
国
は
ど
こ
へ
ゆ
く
」

「
ク
レ
ム
リ
ン
の
自
信
と
不
安
ー
い
ま
ソ
連
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
」

「
レ
ー
ガ
ン
勝
利
の
波
紋
－
米
大
統
領
選
挙
圧
勝
の
背
景
と
国
際
的
影
響
を
予
診
す
る
」

「
大
統
領
選
挙
後
の
ア
メ
リ
カ
」

「
朝
鮮
戦
争
－
日
本
に
よ
る
独
占
支
配
崩
壊
後
の
米
中
ソ
角
逐
抗
争
」
（
赤
木
完
爾
と
共
著
）

「
新
段
階
の
目
米
関
係
と
安
全
保
障
」

「
目
米
は
基
本
的
国
益
を
共
有
す
る
」

「
国
際
情
勢
と
日
本
の
立
場
」

「
レ
ー
ガ
ン
路
線
の
現
実
を
直
視
せ
よ
」

『
改
革
者
』

　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』
　
一
九
七
七
年
七
月
号

　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
　
一
九
七
七
年
七
月
号

　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』
　
一
九
七
八
年
一
月
号

　
『
外
交
評
論
』
第
一
五
六
号
　
一
九
七
八
年
八
月

　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
　
一
九
七
八
年
一
〇
月
号

『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
一
一
一
号
　
一
九
七
九
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
『
正
論
』

　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』

『
文
化
会
議
』
第
一
二
三
号

　
　
『
東
亜
』
第
一
四
八
号

　
　
　
　
　
　
『
正
論
』

　
　
　
　
『
中
央
公
論
』

　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』

　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』

　
　
　
　
　
　
　
『
正
論
』

『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
一
二
九
号 　

一
九
七
九
年
七
月
号

　
一
九
七
九
年
九
月
号

　
一
九
七
九
年
九
月
号

　
一
九
七
九
年
一
〇
月

一
九
七
九
年
二
月
号

一
九
七
九
年
一
二
月
号

　
一
九
八
○
年
七
月
号

一
九
八
○
年
一
二
月
号

　
一
九
八
一
年
一
月
号

　
　
一
九
八
一
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
』
第
一
六
巻
第
二
号
　
一
九
八
一
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
亜
』
　
一
九
八
一
年
八
月
号

（
民
主
社
会
主
義
研
究
会
議
〉
第
二
二
巻
第
九
号
　
一
九
八
】
年
】
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
　
一
九
八
二
年
一
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
　
一
九
八
二
年
四
月
号
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「
『
ア
ジ
ア
』
の
発
展
を
導
い
た
も
の
」

「
デ
タ
ン
ト
の
危
機
に
軋
む
米
独
関
係
」

「
ア
メ
リ
カ
議
会
の
公
聴
会
に
思
う
」

「
緊
迫
す
る
国
際
政
局
と
日
本
」

「
日
米
経
済
戦
争
的
記
事
の
危
険
」

「
軍
事
力
と
政
治
的
影
響
」

『
E
S
P
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
』
第
一
七
巻
第
三
号

（
社
団
法
人
経
済
企
画
協
会
・
経
済
企
画
庁
）
第
一
二
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
コ
リ
ア
評
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
外
交
評
論
』
第
一
七
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
4
5
＋
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
対
ソ
政
策
を
め
ぐ
っ
て
1
日
米
共
同
セ
ミ
ナ
ー
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
和
・
安
全
保
障
問
題
研
究
所
『
平
和
と
安
全
』
シ
リ
ー
ズ
ニ
三
）

「
欧
米
の
日
本
を
見
る
目
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
一
五
三
号

「
中
曾
根
外
交
1
も
う
一
つ
の
素
顔
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
V
o
i
c
e
』

「
真
価
を
問
わ
れ
る
中
曾
根
政
治
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
V
o
i
c
e
』

、
、
』
再
冨
⇒
．
の
ω
①
2
エ
蔓
導
畠
菩
Φ
一
暮
Φ
導
畳
8
9
一
国
馨
ぎ
μ
目
Φ
暮
ぼ
夢
Φ
一
。
o。
O
幹
．
、
ミ
㌧
臼
砺
q
山
胡
閑
国
切
卜
≧
函
、
O
霜
q
ミ
（
＞
質
一
＝
。
o。
斜
）
℃
畢
。

　
　
　
寓
一
呂
ロ
げ
富
竃
ヒd
騨
づ
評
句
o
ロ
ロ
q
即
9
0
口
●

「
論
壇
時
評
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
T
H
I
S
　
I
S
』
（
読
売
新
聞
社
）
　
一
九
八
四
年
六
月
号
か
ら
一
九
八
七
年
三
月
号
ま
で

「
レ
ー
ガ
ン
は
な
ぜ
強
い
の
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
　
一
九
八
四
年
七
月
号

「
米
国
大
統
領
選
挙
後
の
国
際
情
勢
」
　
　
　
　
　
　
（
平
和
・
安
全
保
障
問
題
研
究
所
『
平
和
と
安
全
』
シ
リ
ー
ズ
四
二
）
　
一
九
八
四
年
一
二
月

「
黒
い
『
不
死
鳥
』
が
帰
っ
て
き
た
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』
　
一
九
八
四
年
一
二
月
号

「
国
際
情
勢
の
現
状
と
展
望
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
『
慶
慮
義
塾
創
立
百
二
十
五
年
記
念
講
演
集
』
　
一
九
八
四
年

「
8
5
年
・
米
ソ
の
動
向
と
日
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
月
刊
自
由
民
主
』
　
一
九
八
五
年
一
月

「
も
の
の
見
方
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ズ
ム
と
リ
ア
リ
ズ
ム
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
塾
』
一
〇
〇。
q
＼
乞
9
ω
（
六
月
）

「
誤
報
の
原
点
だ
っ
た
κ
朝
鮮
戦
争
報
道
“
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
正
論
』
　
一
九
八
五
年
九
月
号

「
国
際
化
と
責
任
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
化
会
議
』
第
二
〇
七
号
　
一
九
八
六
年
九
月

「
日
米
安
保
体
制
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
現
代
の
安
全
保
障
』
（
安
全
保
障
問
題
研
究
所
）
第
五
〇
号
　
一
九
八
六
年
一
〇
月

一
九
八
二
年
四
月
号

　
一
九
八
二
年
五
月

一
九
八
二
年
五
月
号

一
九
八
二
年
五
月
号

一
九
八
二
年
九
月
号

　
　
　
　
　
所
収

　
　
　
一
九
八
二
年

　
一
九
八
三
年
一
月

一
九
八
三
年
八
月
号

一
九
八
四
年
三
月
号
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「
I
N
F
の
『
大
譲
歩
』
1
米
ソ
首
脳
会
談
考
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
二
〇
〇
号

「
国
際
環
境
の
中
の
朝
鮮
半
島
－
楽
観
論
と
悲
観
論
の
谷
間
で
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
化
会
議
』
第
一
二
二
号

「
共
存
の
た
め
の
政
治
学
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
正
論
』

「
モ
ス
ク
ワ
か
ら
見
た
太
平
洋
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
二
〇
八
号

「
『
ソ
連
新
体
制
』
を
解
く
十
の
カ
ギ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
金
大
中
が
大
統
領
に
な
る
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
『
内
向
き
時
代
』
の
日
本
外
交
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
因
爵
岳
三
ξ
（
民
社
党
中
央
理
論
審
議
会
）
第
一
二
一
号

「
領
土
が
交
渉
に
よ
っ
て
還
え
る
と
き
」
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
九
十
年
記
念
講
演

「
ア
メ
リ
カ
は
今
後
ど
う
な
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
と
日
本
』
第
一
七
五
号

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
朝
鮮
半
島
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
月
刊
自
由
民
主
』

「
世
界
秩
序
の
未
来
像
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
及
日
本
人
』
第
一
五
九
四
号

「
北
東
ア
ジ
ア
の
今
後
の
課
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
韓
日
研
究
』
（
韓
日
問
題
研
究
所
）

「
北
朝
鮮
は
変
る
だ
ろ
う
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
化
会
議
』
第
二
四
一
号

「
修
正
主
義
i
ア
メ
リ
カ
の
危
険
な
ム
ー
ド
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
時
報
』
第
二
三
四
号

「
共
産
主
義
の
凋
落
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
防
衛
論
集
』
第
一
七
巻
第
三
号

「
世
界
は
変
わ
っ
た
ー
私
が
見
た
『
革
命
』
前
夜
の
東
欧
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』

「
ア
メ
リ
カ
は
没
落
す
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
正
論
』

「
パ
ッ
ク
ス
　
ゲ
ル
マ
ニ
カ
の
進
行
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』

「
ア
メ
リ
カ
に
素
直
に
モ
ノ
を
言
う
た
め
に
は
」

「
日
米
欧
委
員
会
報
告
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
時
報
』

「
朝
鮮
戦
争
は
日
本
人
に
何
を
遺
し
た
の
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』

「
国
際
正
義
の
危
険
な
幻
想
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
T
H
I
S
　
I
S
　
読
売
』

『
国
接
毒
三
g
第

　
　
　
　
　
第

一
九
八
六
年
一
二
月
号

　
一
九
八
七
年
二
月
号

　
一
九
八
七
年
二
月
号

　
一
九
八
七
年
九
月
号

　
一
九
八
七
年
九
月
号

一
九
八
七
年
一
一
月
号

　
　
一
九
八
八
年
三
月

一
九
八
八
年
六
月
一
日

　
一
九
八
八
年
九
月

一
九
八
九
年
一
月
号

　
一
九
八
九
年
四
月

一
九
八
九
年
四
月
号

一
九
八
九
年
七
月
号

一
九
八
九
年
一
一
月

一
九
八
九
年
一
二
月

一
九
九
〇
年
一
月
号

一
九
九
〇
年
一
月
号

一
九
九
〇
年
二
月
臨
時
増
刊
号

二
三
八
号
　
一
九
九
〇
年
六
月

二
四
三
号
　
一
九
九
〇
年
八
月

　
　
　
　
一
九
九
〇
年
九
月
号

　
　
　
一
九
九
〇
年
一
一
月
号
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「
朝
鮮
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
湾
岸
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
軍
事
史
学
』
（
軍
事
史
学
会
）
第
二
六
巻
第
三
号
　
一
九
九
〇
年
一
二
月

「
ア
メ
リ
カ
よ
謙
虚
に
低
姿
勢
に
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
君
』
　
一
九
九
一
年
六
月
号

　
　
　
附
　
記
　
本
目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
法
学
部
神
谷
不
二
研
究
会
四
年
生
鈴
木
悦
郎
君
を
は
じ
め
研
究
会
四
年
生
有
志
の
全
面
的
な
協
力
を
得
た
。
記
し
て
厚
く

　
　
　
　
　
　
御
礼
申
し
上
げ
る
。
神
谷
不
二
教
授
の
総
合
著
作
目
録
は
、
『
神
谷
不
二
研
究
会
二
十
二
年
史
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
神
谷
不
二
研
究
会
刊
、
一
九

　
　
　
　
　
　
九
一
年
一
二
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
赤
木
完
爾
記
）
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